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■予算規模
単位：百万円、％

区　分 23年度当初 24年度当初 増　減　額 前年度比
一　般　会　計 3,242,637 3,019,200 ▲223,437 93.1
特　別　会　計 1,033,666 945,521 ▲88,145 91.5

計 4,276,303 3,964,721 ▲311,582 92.7

（一般会計における増減の主な要因）
・府営住宅事業の特別会計化に伴う減　（▲820億円）
・中小企業向け制度融資に係る預託金の減　（▲1,000億円）
・国交付金を活用した基金事業の減　（▲560億円）
○一般歳出ベース
　２兆3,051億円、前年度当初比93.3％、▲1,646億円の減
（公債費、税関連歳出、基金への積立金を除く歳出合計）

■平成24年度当初予算における社会保障関係の義務的経費の状況
　　　一般財源の必要額は、前年度当初比で108.7％、274億円の増加

単位：億円、％

分　　野 主な事業 23年度当初 24年度当初 一般財源増減
一般財源 一般財源 増減額 比率

生　　保 生活保護扶助費 61 38 61 36 ▲2 94.7
障　が　い 障がい福祉サービス等関係費 315 286 334 325 39 113.6
児　　童 子どもに対する手当 334 301 367 333 32 110.6
介　　護 介護保険給付費負担金 754 754 803 803 49 106.5
国　　保 調整交付金 771 771 862 862 91 111.8
後期高齢者 給付費負担事業 897 805 904 864 59 107.3
医　　療 措置入院・通院医療費 298 151 313 162 11 107.3

そ　の　他 73 51 68 46 ▲5 90.2
義務的経費合計 3,503 3,157 3,712 3,431 274 108.7

　※一般施策経費のほか、扶助費に分類されるものを含む。

■歳　入
単位：百万円、％

区　　分 23年度当初 構成比 24年度当初 構成比 増減額 前年度比
府　　税 1,057,441 32.6 1,020,892 33.8 ▲36,549 96.5

〔地方法人特別譲与税込み〕 〔1,164,553〕 〔1,125,179〕 〔▲39,374〕 〔96.6〕
（実質収入ベース） （911,518) (887,627) （▲23,891） (97.4)
法　人　二　税 273,604 8.4 244,416 8.1 ▲29,188 89.3

〔地方法人特別譲与税込み〕 〔380,716〕 〔348,703〕 〔▲32,013〕 〔91.6〕
個　人　府　民　税 297,556 9.2 302,449 10.0 4,893 101.6
地　方　消　費　税 271,704 8.4 261,369 8.7 ▲10,335 96.2
そ　の　他　の　税 214,577 6.6 212,658 7.0 ▲1,919 99.1
地方消費税清算金 174,311 5.4 174,438 5.8 127 100.1
地　方　譲　与　税 111,215 3.4 108,393 3.6 ▲2,822 97.5
地方法人特別譲与税 107,112 3.3 104,287 3.5 ▲2,825 97.4

地　方　特　例　交　付　金 10,000 0.3 4,800 0.2 ▲5,200 48.0
地　方　交　付　税 295,000 9.1 270,000 8.9 ▲25,000 91.5
国　庫　支　出　金 231,763 7.1 216,514 7.2 ▲15,249 93.4

府　　債 382,035 11.8 447,464 14.8 65,429 117.1
通　常　債 87,035 2.7 93,464 3.1 6,429 107.4
行革推進債等 8,000 0.2 9,000 0.3 1,000 112.5
減収補塡債 7,000 0.2 55,000 1.8 48,000 785.7

臨時財政対策債 280,000 8.6 290,000 9.6 10,000 103.6
そ　の　他 980,872 30.2 776,699 25.7 ▲204,173 79.2
貸付金元利収入 654,313 20.2 556,494 18.4 ▲97,819 85.1
財政調整基金 47,228 1.5 52,496 1.7 5,268 111.2
そ　の　他 279,331 8.6 167,709 5.6 ▲111,622 60.0

歳　入　合　計 3,242,637 100.0 3,019,200 100.0 ▲223,437 93.1
財源対策除く 3,187,409 98.3 2,957,704 98.0 ▲229,705 92.8

○歳入全体の特徴
　・税収が減少
　　　 企業業績悪化の見通しにより、税収（地方法人特別譲与税含む）は前年度当初比394億円の減を

見込む。
　・府債発行は増加
　　　 臨時財政対策債の増に加え、新規の支援学校の整備や医療施設の建替整備にかかる発行増によ

り、前年度当初比654億円の増を見込む。

■歳　出
性質別内訳

単位：百万円、％
区　分 23年度当初 構成比 24年度当初 構成比 増減額 前年度比

義務的経費 1,196,738 36.9 1,150,708 38.1 ▲46,030 96.2
人　件　費 850,113 26.2 834,472 27.6 ▲15,641 98.2
扶　助　費 60,153 1.9 48,336 1.6 ▲11,817 80.4
公　債　費 286,472 8.8 267,900 8.9 ▲18,572 93.5

税関連歳出 436,689 13.5 416,826 13.8 ▲19,863 95.5
建設事業費 224,906 6.9 176,339 5.8 ▲48,567 78.4

国庫補助 149,776 4.6 110,015 3.6 ▲39,761 73.5
単　独 75,130 2.3 66,324 2.2 ▲8,806 88.3

一般施策経費 1,384,304 42.7 1,275,327 42.2 ▲108,977 92.1
貸　付　金 660,305 20.4 563,897 18.7 ▲96,408 85.4
補助金等 524,636 16.2 550,532 18.2 25,896 104.9
積　立　金 49,790 1.5 29,370 1.0 ▲20,420 59.0
そ　の　他 149,573 4.6 131,528 4.4 ▲18,045 87.9

歳　出　合　計 3,242,637 100.0 3,019,200 100.0 ▲223,437 93.1
うち一般歳出 2,469,686 76.2 2,305,104 76.3 ▲164,582 93.3

○人件費： 教職員・警察官は23年度より増員するものの、産業技術総合研究所と環境農林水産総合研究
所の地方独立行政法人化、及び府営住宅事業の特別会計化等により、前年度当初比98.2％、
156億円の減。

■府債発行額（一般会計）の推移
単位：億円

16決算 17決算 18決算 19決算 20決算 21決算 22決算
23年度

24当初
当初 最終

府　債
発行額 2,896 2,160 2,228 2,477 2,737 3,619 4,046 3,820 3,948 4,475

府　債
残　高 49,228 49,410 49,910 50,627 48,735 49,923 51,802 53,910 53,869 53,117

（参考）
全会計
残　高

57,409 57,257 57,745 58,288 58,400 59,220 60,739 60,668 60,448 63,203

実質府債
残　高 〔40,923〕〔40,811〕〔41,318〕〔41,121〕〔40,247〕〔39,180〕〔37,886〕〔35,650〕〔35,470〕〔35,242〕

＊実質府債残高とは、全会計府債残高から、臨時財政対策債、減税補塡債、減収補塡債及び臨時税収補塡債を除いた残高
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